
課題 2019年6月公布の改正建築基準法でも、戸建住宅等の用途変更がしやすくなる改正が盛り込まれたが、空き家の用
途変更を広く普及させるためには、用途変更に関する法規制内容や、改修や運営マネジメント等のノウハウの普及啓
発が重要。

目的 不動産・建築関係者、空き家所有者等を対象に、戸建住宅等を用途変更する際の法規上のポイントの解説や、事例
を調査・分析し、活用時に行った検討内容や課題などを整理することで、空き家の用途変更による利活用の促進、ひ
いては地域の多様性やまちの活性化に寄与すること。

取組内容 ・専門家会議を設置し、コンバージョンによる住宅の利活用ガイドブックを作成。本ガイドブックをテキストとしたセミナー
を開催し、空き家を外に向けて開く用途に変更ことでまちの魅力を向上させる「オープン空き家構想」を推進。
・建物状況調査・既存住宅売買瑕疵保険活用セミナーを昨年に引き続き実施

成果 ・空き家所有者、不動産・建築関係者向けセミナーを開催
・「オープン空き家構想 コンバージョンによる住宅の利活用ガイドブック」作成

オープン空き家構想～コンバージョン（用途変更）による空き家の利活用促進事業（公益社団法人大阪府建築士会）

◆空き家コンバージョン専門家会議の設置

◆消費者向け・宅建業者向けセミナーの開催
開催日 受講者数

建物状況調査

セミナー
令和2年11月27日 158名

コンバージョ

ンセミナー
令和3年1月28日 200名

◆コンバージョンによる住宅の利活⽤ガイドブックの作成
ガイドブックを専門家会議メンバーが執筆
「オープン空き家構想 コンバージョン（用途変更）による住宅の
利活用ガイドブック」全70ページ

■主な記載項目
①オープン空き家構想とは
②コンバージョン事例紹介
③建築基準法の解説
④事業計画の検討内容
⑤コンバージョンの用途別

ケーススタディ
⑥不動産賃貸借関係法令
⑦その他関係法令

■工夫したポイント
①戸建住宅ストックの90％を占める200㎡以下の住宅に焦点
を絞った法令解説や事例紹介

②空き家所有者等に住宅のコンバージョンをイメージしても
らえるよう、13事例を紹介。用途変更内容や運営状況など
について所有者、運営事業者、設計者等から生の声を取材
した。

③住宅をシェアハウス、グループホーム、民泊、店舗など用
途別に関連法令や運営マネジメントの方法等について解説

■セミナーの様子

■受講者アンケート結果（抜粋）



オープン空き家構想～コンバージョン（用途変更）による空き家の利活用促進事業（公益社団法人大阪府建築士会）

◆オープン空き家構想 コンバージョン（⽤途変更）による住宅の利活⽤ガイドブック （抜粋）
（１）コンバージョン事例紹介



オープン空き家構想～コンバージョン（用途変更）による空き家の利活用促進事業（公益社団法人大阪府建築士会）

（３）事業計画検討上の留意点の解説
◆オープン空き家構想 コンバージョン（⽤途変更）による住宅の利活⽤ガイドブック （抜粋）
（２）建築基準法の解説



オープン空き家構想～コンバージョン（用途変更）による空き家の利活用促進事業（公益社団法人大阪府建築士会）

◆オープン空き家構想 コンバージョン（⽤途変更）による
住宅の利活⽤ガイドブック （抜粋）
（３）変更後の⽤途別に法令上・事業計画検討上の留意点を解説

◆コンバージョンセミナー アンケート結果

◆今後の展開
作成したガイドブックは今後、大阪府建築士会、全⽇本不動産協

会大阪府本部、大阪の住まい活性化フォーラム等のサイトにて順次
公開予定、周知に努めていく。

・コンバージョンについての関心は高い
・事例についての情報提供が重要

◆コンバージョンセミナーを実施（1/28）

ダウンロードしてご活⽤ください︕

○ガイドブックをテキストとして無料配布。
建築士、宅建士、弁護士が講演。

○参加者︓200名

※感染症対策を⾏ったうえで実施


